
●
は
じ
め
に

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
北
東
方
面
は
中

国
、
東
は
タ
イ
と
ラ
オ
ス
、
北
西
は
イ

ン
ド
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
国
境
を
共

有
し
て
お
り
、
残
る
南
西
方
面
に
は
ベ

ン
ガ
ル
湾
、
ア
ン
ダ
マ
ン
海
を
臨
む
。

こ
の
よ
う
な
立
地
ゆ
え
に
、
中
国
内
陸

部
と
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
交
易
路
と
し
て

の
活
用
を
模
索
す
る
動
き
は
紀
元
前
か

ら
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
山
岳
地
帯
や

ジ
ャ
ン
グ
ル
と
い
っ
た
地
形
に
阻
ま

れ
、
ま
た
、
広
範
囲
に
人
口
が
散
在
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は

両
地
域
を
実
質
的
に
分
断
す
る
隔
壁
で

あ
り
続
け
た
。
こ
の
状
況
に
大
き
な
変

化
が
生
じ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

中
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
、

連
合
国
軍
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
当
時
ビ
ル

マ
）
の
戦
略
的
立
地
を
活
用
し
、
ビ
ル

マ
公
路
、
ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
公
路
を
建

設
し
て
、
日
本
軍
に
包
囲
さ
れ
た
中
国

国
民
党
政
府
を
支
援
し
た
（
参
考
文
献

①
）。
現
在
、
ビ
ル
マ
公
路
は
軍
政
下

で
も
政
治
的
、
経
済
的
交
流
を
強
化
し

て
き
た
中
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
結
ぶ
重

要
な
交
易
路
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。
イ
ン
ド
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
結
ん
だ

ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
公
路
は
戦
後
長
ら
く

閉
ざ
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
再
活
性

化
を
目
指
す
動
き
も
み
ら
れ
る
（
参
考

文
献
②
）。

●�

経
済
制
裁
の
撤
廃
と
ド
ナ
ー
の

帰
還

　

本
稿
の
主
旨
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
を

取
り
巻
く
地
域
協
力
に
生
じ
つ
つ
あ
る

変
化
を
論
じ
る
前
に
、
そ
の
前
提
条
件

に
生
じ
た
変
化
、
具
体
的
に
は
、
欧
米

諸
国
に
よ
る
経
済
制
裁
の
段
階
的
撤
廃

と
、
先
進
諸
国
・
国
際
機
関
に
よ
る
援

助
の
再
開
に
言
及
し
て
お
こ
う
。

　

当
初
は
、
改
革
の
持
続
可
能
性
に
疑

念
を
持
ち
つ
つ
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
注
視
し

て
き
た
先
進
諸
国
も
、
二
〇
一
二
年
四

月
の
連
邦
議
会
補
欠
選
挙
に
お
け
る
野

党
・
国
民
民
主
連
盟
の
圧
勝
を
ひ
と
つ

の
契
機
と
し
て
、
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
策

を
目
に
み
え
る
形
で
転
換
し
て
き
た
。

同
年
四
月
二
一
日
の
首
脳
会
談
に
於
い

て
、
野
田
首
相
（
当
時
）
は
テ
イ
ン
セ

イ
ン
大
統
領
に
対
し
、
総
額
五
〇
二
四

億
円
に
の
ぼ
る
債
務
救
済
、
お
よ
び

テ
ィ
ラ
ワ
・
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に

参
加
す
る
意
図
を
表
明
し
た
。
こ
の
債

務
救
済
策
は
、
過
去
の
円
借
款
に
関
す

る
延
滞
債
務
の
一
部
お
よ
び
遅
延
損
害

金
を
免
除
す
る
と
と
も
に
、
ブ
リ
ッ
ジ

ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
、
残
る
延
滞
債
務

を
長
期
の
円
借
款
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

ロ
ー
ン
）
に
転
換
す
る
も
の
で
あ
り
、

新
時
代
を
迎
え
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
新
し

い
援
助
を
実
施
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
日
本
は
パ
リ
ク
ラ
ブ
（
主
要
債
権

国
会
議
）
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
。
パ
リ
ク
ラ
ブ
は
二
〇
一
三

年
一
月
二
五
日
に
総
額
六
〇
億
ド
ル
に

の
ぼ
る
債
務
救
済
に
合
意
し
、
国
際
金

融
機
関
に
よ
る
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
支
援
に

も
道
を
拓
い
た
。
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
と

世
界
銀
行
は
、
日
本
の
援
助
を
活
用
し

て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
延
滞
債
務
を
繰
り
延

べ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
五
億
一
二
〇
〇
万
ド

ル
、
四
億
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
新
規
融

資
を
決
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
主
要
ド

ナ
ー
の
帰
還
に
よ
り
、
新
し
い
国
造
り

に
着
手
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
し
て
、

必
要
な
技
術
的
、
資
金
的
支
援
を
提
供

す
る
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。

●�

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
と

ミ
ャ
ン
マ
ー

　

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
は
一
九
六
七
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
五
カ
国
に
よ
る

バ
ン
コ
ク
宣
言
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
地

域
協
力
機
構
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
は
一
九
九
〇
年
代
に

進
め
ら
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
体
の
変
革

の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
当
時
、

一
九
八
四
年
に
加
盟
し
た
ブ
ル
ネ
イ
を

加
え
た
六
カ
国
か
ら
な
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

は
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
中

国
の
台
頭
に
対
峙
す
る
た
め
に
、
地
域

経
済
統
合
を
深
化
さ
せ
る
と
同
時
に
、

加
盟
国
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
た
。
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一
九
九
五
年
の
ベ
ト
ナ
ム
加
盟
後
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
一
九
九
七
年
に
ラ
オ
ス

と
共
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
加
盟
、
一
九
九

九
年
に
加
盟
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
含
め

て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
現
在
の
一
〇
カ
国

体
制
と
な
っ
た
。
軍
政
下
に
あ
っ
た

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
は
必

ず
し
も
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な

い
。
一
九
九
六
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟

申
請
を
行
っ
た
直
後
に
、
民
主
活
動
家

が
多
数
拘
束
さ
れ
、
そ
れ
に
抗
議
す
る

デ
モ
が
武
力
制
圧
さ
れ
る
事
態
と
な
っ

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
欧
米
に
加
え

て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
民
主
化
先

進
国
で
あ
っ
た
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
早
期

加
盟
に
強
い
懸
念
が
表
明
さ
れ
た
が
、

結
果
的
に
他
の
加
盟
国
の
意
向
に
よ
り

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
が
承

認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
参
考
文
献

③
）。

　

経
済
統
合
の
深
化
を
目
指
す
取
り
組

み
は
、
一
九
九
二
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自

由
貿
易
地
域
の
た
め
の
共
通
効
果
特
恵

関
税
協
定
（
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
―
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
協

定
）
合
意
に
つ
な
が
り
、
そ
の
後
、
い

く
つ
か
の
段
階
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年

の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
ブ
ル
ー

プ
リ
ン
ト
」
に
お
い
て
そ
の
全
体
像
、

実
施
枠
組
み
、
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
が
規
定
さ
れ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済

共
同
体
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
で
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
は
、
①
単
一
市

場
・
生
産
拠
点
、
②
競
争
力
の
あ
る
経

済
圏
、
③
公
平
な
経
済
発
展
、
④
世
界

経
済
へ
の
統
合
、
を
特
徴
と
し
、
一
七

の
中
核
要
素
、
一
七
六
の
措
置
（ac-

tion
s

）
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
も
の
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
相

次
い
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
を
果
た
し
た

新
規
加
盟
国
、
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸

国
に
対
し
て
は
、
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
緩
和
措
置
が
採
ら
れ
、
ま
た
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
統
合
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
通
じ

た
原
加
盟
国
か
ら
の
支
援
も
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
―

Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
協
定
、
お
よ
び
そ
の
発
展
形

態
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
物
品
貿
易
協
定

（
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｇ
Ａ
）
に
従
っ
て
貿
易
自
由

化
を
進
め
て
お
り
、
共
通
効
果
特
恵
関

税
は
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
先
進
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
り
、

Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
諸
国
で
も
二
・
六
％
と
、
大

き
な
進
展
を
み
せ
て
い
る
（
参
考
文
献

④
）。
し
か
し
な
が
ら
、
軍
政
下
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
は
、
欧
米
の
経
済
制
裁
、
原

則
的
に
輸
出
に
よ
り
獲
得
し
た
外
貨
の

範
囲
内
で
し
か
輸
入
が
で
き
な
い
と
い

う
「
輸
出
第
一
政
策
」
に
象
徴
さ
れ
る

閉
鎖
的
な
対
外
経
済
政
策
を
採
用
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
輸
出
競
争
力
の
あ

る
産
業
が
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
貿

易
自
由
化
の
恩
恵
は
期
待
で
き
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
軍
事
政
権
そ

の
も
の
が
リ
ス
ク
要
因
と
捉
え
ら
れ
て

お
り
、
欧
米
に
よ
る
経
済
制
裁
も
あ
っ

た
た
め
、
独
自
の
対
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
策

を
採
り
続
け
た
中
国
を
除
け
ば
、
外
国

か
ら
の
投
資
も
増
え
な
か
っ
た
。

　

ポ
ス
ト
軍
政
期
、
こ
の
よ
う
な
状
況

は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
欧
米

の
経
済
制
裁
は
段
階
的
に
解
除
さ
れ
、

先
進
諸
国
、
国
際
機
関
な
ど
を
通
じ
た

援
助
も
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
と
並
行

し
て
、
先
進
諸
国
、
周
辺
国
の
民
間
企

業
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
新
し
い
貿
易
相

手
、
投
資
先
と
し
て
み
る
よ
う
に
な
っ

た
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー

も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
の
実
質

的
な
意
味
で
の
一
員
と
な
る
準
備
を
整

え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体

ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
に
規
定
さ
れ
た
措
置

を
実
施
す
る
こ
と
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

と
っ
て
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
で

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン

ド
ウ
の
構
築
を
貿
易
円
滑
化
措
置
の
中

核
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
貿

易
手
続
き
の
簡
素
化
を
目
指
し
、
各
加

盟
国
が
構
築
す
る
シ
ン
グ
ル
・
ウ
ィ
ン

ド
ウ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
接
続
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
内
の
貿

易
手
続
き
が
電
子
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
が
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ラ
オ
ス
な
ど
と
と
も
に
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
も
そ
の
前
提
条
件
が
整
っ
て

は
い
な
い
。
ま
た
、「
複
合
一
貫
輸
送

に
関
す
る
枠
組
み
協
定
」
で
も
、
複
合

一
貫
輸
送
業
者
を
登
録
す
る
法
制
度
を

整
備
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
条
件
と
な

る
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
含
む
複
数
の
加

盟
国
は
こ
れ
を
満
た
し
て
い
な
い
。
実

施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
緩
和
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
、
特
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
は
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
林
立
し
て
お
り
、
計
画
ど

お
り
の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
の

が
実
態
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
が

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
と
っ
て
好
都
合
な

影
響
の
み
を
及
ぼ
す
わ
け
で
は
な
い
こ

と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
理
論
的

に
、
経
済
統
合
は
比
較
優
位
に
基
づ
く

生
産
分
業
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
要
素
の
効
率
的
な
利
用
を
可
能
に

し
、
経
済
統
合
に
参
加
す
る
各
国
の
経

済
厚
生
を
増
大
さ
せ
る
と
期
待
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
そ
の
過
程
で
は
各
国
内

で
の
産
業
構
造
変
化
が
必
要
で
あ
り
、

何
ら
か
の
形
で
所
得
の
再
分
配
が
な
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
軍
政
下
で
経
済
的

に
閉
ざ
さ
れ
て
き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
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数
多
く
の
国
有
企
業
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
多
く
は
非
効
率
的
な
運
営
が

定
着
し
て
い
る
。
古
い
生
産
設
備
、
伝

統
的
な
生
産
方
法
で
、
小
規
模
に
操
業

し
て
い
る
民
間
企
業
も
数
多
く
残
さ
れ

て
い
る
。
先
述
の
と
お
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
経
済
共
同
体
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、

単
一
市
場
・
生
産
拠
点
と
し
て
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
間
の
貿
易
、
国
境
を
越

え
た
企
業
進
出
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ

る
。
実
質
的
な
閉
鎖
経
済
に
お
い
て
生

き
残
っ
て
き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
企
業
・
産

業
の
な
か
に
は
、
現
在
進
行
形
で
生
ま

れ
つ
つ
あ
る
新
し
い
競
争
環
境
で
は
衰

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
も
出
て
く

る
。
民
主
化
が
進
む
こ
と
も
あ
り
、
国

内
企
業
・
産
業
保
護
を
求
め
る
世
論
も

高
ま
っ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
場
合
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、

少
数
民
族
対
策
と
し
て
の
再
分
配
政
策

を
採
っ
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

今
後
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
に
は
、
過
度

に
保
護
主
義
的
に
な
ら
ず
、
適
切
な
再

分
配
政
策
を
採
り
つ
つ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

加
盟
国
と
し
て
の
対
外
的
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
と
い
う

難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
へ
の
参
加

は
、
ど
の
加
盟
国
に
と
っ
て
も
新
し
い

挑
戦
で
あ
る
が
、
過
去
の
閉
鎖
性
に
よ

り
、
そ
の
影
響
、
政
策
対
応
の
難
易
度

は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
最
も
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

●�

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
と
東
西
経
済

回
廊

　

二
〇
一
二
年
八
月
、
ア
ジ
ア
開
発
銀

行
の
大
メ
コ
ン
圏
（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
二
〇
周
年
を
迎
え
た
。
こ

の
Ｇ
Ｍ
Ｓ
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
核
の

ひ
と
つ
が
東
西
経
済
回
廊
で
あ
る
。
ベ

ト
ナ
ム
中
部
の
ダ
ナ
ン
を
ひ
と
つ
の
端

点
と
す
る
東
西
経
済
回
廊
は
、
ラ
オ
ス

中
部
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
、
タ
イ
中
部

の
コ
ン
ケ
ー
ン
を
通
り
、
メ
ソ
ッ
ト
＝

ミ
ャ
ワ
デ
ィ
国
境
を
越
え
て
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
入
り
、
モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ
ン
へ
と

至
る
全
長
一
四
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
中
心
と
し
た
広

域
経
済
開
発
構
想
で
あ
る
。
二
〇
〇
六

年
一
二
月
に
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
と
タ
イ

の
ム
ク
ダ
ハ
ン
と
を
結
ぶ
第
二
メ
コ
ン

友
好
橋
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
道

路
に
関
し
て
は
約
九
〇
％
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
に

は
経
済
特
区
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
Ｇ

Ｍ
Ｓ
越
境
交
通
協
定
に
よ
る
交
通
円
滑

化
措
置
も
段
階
的
に
導
入
さ
れ
る
な

ど
、
東
西
経
済
回
廊
は
ひ
と
つ
の
成
功

事
例
と
の
評
価
も
受
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
東
西
経
済
回
廊
は
軍
政
下

ミ
ャ
ン
マ
ー
ま
で
は
届
い
て
い
な
か
っ

た
。
メ
ソ
ッ
ト
＝
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
国
境
は

度
々
閉
鎖
さ
れ
て
き
た
う
え
、
ミ
ャ
ワ

デ
ィ
＝
コ
ー
カ
レ
イ
間
は
狭
隘
な
山
道

で
あ
り
、
隔
日
で
通
行
方
向
が
変
わ
る

一
方
通
行
路
で
あ
る
。
道
路
の
舗
装
も

劣
悪
な
状
況
に
あ
り
、
雨
期
に
は
地
滑

り
に
よ
り
通
行
不
能
と
な
る
こ
と
も
あ

る
。
筆
者
が
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
実

走
し
た
と
こ
ろ
、
実
測
値
で
四
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
区
間
を
通
行
す
る
の
に
、

三
時
間
半
を
要
し
た
。
平
均
時
速
は
一

三
・
六
キ
ロ
で
あ
る
。

　

ポ
ス
ト
軍
政
期
、
こ
の
状
況
も
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
二
〇
一
一
年
一
〇
月
付

け
の
交
換
公
文
に
基
づ
き
、
ミ
ャ
ワ

デ
ィ
＝
コ
ー
カ
レ
イ
を
結
ぶ
新
し
い
道

路
が
タ
イ
の
支
援
に
よ
り
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
二
〇
一
二
年
一
月
に
着

工
し
て
い
る
。
当
初
は
二
〇
一
四
年
四

月
の
開
通
を
計
画
し
て
い
た
も
の
の
、

建
設
現
場
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、

あ
る
程
度
の
遅
延
は
生
じ
そ
う
で
あ

る
。
コ
ー
カ
レ
イ
か
ら
パ
ア
ン
、
そ
し

て
モ
ー
ラ
ミ
ャ
イ
ン
ま
で
の
道
路
は
、

片
側
一
車
線
の
道
幅
で
は
あ
る
も
の

の
、
舗
装
状
況
も
良
好
で
あ
り
、
平
均

時
速
五
〇
キ
ロ
程
度
で
の
走
行
は
十
分

に
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
パ
ア
ン
を
経

由
せ
ず
に
コ
ー
カ
レ
イ
＝
モ
ー
ラ
ミ
ャ

イ
ン
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
道
路
の
建
設

計
画
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
メ

ソ
ッ
ト
＝
ミ
ャ
ワ
デ
ィ
間
で
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
新
し
い
国
境
橋
が
完
成

す
れ
ば
、
現
在
の
国
境
橋
で
は
通
行
不

能
な
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
越
境
輸
送

も
可
能
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
ミ
ャ
ワ

デ
ィ
で
は
、
二
〇
一
五
年
の
開
業
を
目

指
し
て
三
一
四
エ
ー
カ
ー
の
工
業
団
地

の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、

電
力
は
タ
イ
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る

が
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
内
の
送
電
線
網
か
ら
の
電
力
供

給
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
実
質
的
に
東
西
経
済
回
廊
が
完

成
す
る
こ
と
に
な
る
。

●�

Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
と
三
国
高
速

道
路

　

ベ
ン
ガ
ル
湾
多
分
野
技
術
・
経
済
協

力
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
）
は
、
一
九
九
七
年
六
月
に
ベ
ン
ガ

ル
湾
に
面
す
る
四
カ
国
（
タ
イ
、
イ
ン

ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン

カ
）
が
発
足
さ
せ
た
地
域
協
力
枠
組
み

が
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
も
同
年
一
二
月
に
加
盟
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
に
ネ
パ
ー

ル
と
ブ
ー
タ
ン
が
正
式
加
盟
し
、
現
在

の
七
カ
国
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
取
り
組
み
の
ひ
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と
つ
に
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン

ド
北
東
部
を
結
ぶ
三
国
高
速
道
路
構
想

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
東
西
経
済

回
廊
を
延
伸
さ
せ
、
コ
ー
カ
レ
イ
か
ら

パ
ア
ン
、
タ
ト
ン
、
バ
ゴ
ー
、
ヤ
ン
ゴ

ン
、
マ
ン
ダ
レ
ー
を
通
り
、
ザ
ガ
イ
ン

州
の
タ
ム
か
ら
イ
ン
ド
北
東
部
マ
ニ
プ

ル
州
の
モ
レ
に
入
り
、
同
州
州
都
イ
ン

パ
ー
ル
へ
と
接
続
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
（
参
考
文
献
⑤
）。
こ
の
構
想

も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
軍
政
下
に
あ
っ
た

こ
と
に
加
え
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
自
体

の
活
動
も
停
滞
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

長
ら
く
進
展
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
五
月
、
イ
ン
ド
の
マ
ン

モ
ハ
ン
・
シ
ン
首
相
は
、
イ
ン
ド
首
相

と
し
て
は
四
半
世
紀
ぶ
り
に
ミ
ャ
ン

マ
ー
を
公
式
訪
問
し
、
テ
イ
ン
セ
イ
ン

大
統
領
と
の
首
脳
会
談
に
臨
ん
だ
。
そ

の
結
果
、
両
首
脳
は
、
イ
ン
ド
政
府

が
、
三
国
高
速
道
路
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

内
区
間
の
う
ち
、
タ
ム
＝
カ
レ
ワ
間
に

あ
る
七
一
の
橋
の
修
理
・
改
善
工
事
、

カ
レ
ワ
＝
ヤ
ル
ギ
間
の
道
路
改
善
工
事

を
行
う
こ
と
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
が
ヤ

ル
ギ
＝
モ
ニ
ワ
間
の
道
路
改
善
工
事
を

行
う
こ
と
、
ま
た
、
二
〇
一
六
年
ま
で

に
三
国
高
速
道
路
の
円
滑
な
通
行
を
可

能
に
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
な
ど
で

合
意
し
た
。

　

タ
ム
＝
モ
レ
国
境
は
、
イ
ン
ド
＝

ミ
ャ
ン
マ
ー
間
の
国
境
貿
易
の
大
半
が

行
わ
れ
て
い
る
地
点
で
あ
り
、
モ
レ
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
中
国
や
タ
イ
か
ら

の
輸
入
品
も
み
ら
れ
る
。
モ
レ
に
は
、

タ
イ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

も
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
三
国
高
速
道
路

の
完
成
に
よ
り
、
タ
イ
や
中
国
か
ら

ミ
ャ
ン
マ
ー
経
由
で
陸
路
イ
ン
ド
へ
、

そ
し
て
そ
の
逆
、
と
い
う
新
し
い
モ
ノ

や
ヒ
ト
の
流
れ
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

●�

お
わ
り
に
―
ア
ジ
ア
の
新
し
い

結
節
点
へ
―

　

ポ
ス
ト
軍
政
期
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
し

ば
し
ば
「
ア
ジ
ア
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
」
と
呼
ば
れ
、
国
際
社
会
か
ら
多
く

の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

実
際
に
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
先
に
あ
る

北
東
イ
ン
ド
へ
の
接
続
性
も
強
化
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
拡
大
し

続
け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
、
地
形
や
距
離
、
外
交
関
係
な

ど
に
阻
ま
れ
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、

南
ア
ジ
ア
と
い
う
世
界
の
成
長
セ
ン

タ
ー
を
相
互
に
隔
て
て
き
た
。
し
か

し
、
以
上
で
み
て
き
た
と
お
り
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
は
こ
れ
ら
地
域
の
結
節
点
へ
と

変
貌
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

　

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
従
え
ば
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
軍
政
下
の
二
〇
〇
六
年

に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
の
議
長
国
を

務
め
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
人
権
問
題

等
に
関
す
る
欧
米
か
ら
の
圧
力
も
あ

り
、
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二

〇
一
二
年
四
月
の
補
欠
選
挙
が
公
正
に

行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
、
他
の
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
は
二
〇
一
四
年
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
が
議
長
国
を
務
め
る
こ
と

に
合
意
し
た
。
こ
れ
ま
で
ミ
ャ
ン
マ
ー

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
い
て
は
他
加
盟
国

に
追
随
す
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
二
〇

一
四
年
に
初
め
て
自
ら
が
主
導
的
な
役

割
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

　

地
域
協
力
と
い
う
側
面
か
ら
み
る

と
、
ポ
ス
ト
軍
政
期
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、

わ
ず
か
三
年
弱
の
間
に
こ
の
よ
う
な
大

き
な
変
化
を
経
験
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
う
め
ざ
き　

そ
う
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

《
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⑥�「
日
印
で
『
ア
ジ
ア
経
済
回
廊
』：
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
輸
送
容
易
に
」『
日

本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
四
年
一
月
二

〇
日
、
朝
刊
。
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